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岩
生
成
一
先
生
略
年
譜
明治一一一十一一一年六月二日福岡県小倉市に誕生。
大正十四年三月
東京帝国大学文学部国史学科卒業。
同
年
四
月
東京帝国大学史料編纂官補に任ぜられ、
近世海外史料の調査・編纂を担当。
昭和三年七月
史料蒐集のため中華民国・英領香港・仏
領印度支那・シャム・英領馬来・蘭領東
印度に出張、特に近世初期の日本移民に
関する遺跡を踏査し、パタビャ文書館所
蔵の日本関係史料を採訪す、十二月帰国。
昭和四年十一月
台北帝国大学文政学部助教授に任ぜらる
（南洋史講座担当）
昭和五年二月
台湾総督府在外研究員として蘭領東印度
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
トガル諸国に留学を命ぜらる。
同
年
三
月
パ
タ
ピ
ャ
文
書
館
を
再
び
採
訪
、
以
後
蘭
・
英
葡・西諸国の文書館を採訪す。
昭和七年六月
帰
国
昭和十一年三月
台北帝国大学教授に任ぜらる（南洋史講
座担当）
岩
生
成
一
先
生
略
年
譜
・
論
著
目
録
昭和二十六年四月
昭
和
二
十
四
年
二
月
昭和二十年十一月
昭和二十一年四月
昭和二十一年十二月
昭和二十二年一月
昭和二十三年四月
可
年
四
月
昭和二十三年五月
昭和十六年五月
昭和十四年八月
史料調査のため蘭領東印度に出張、パタ
ビャ文書館を訪れ、前二回の調査に洩れ
た日本関係未刊史料を調査す。十二月帰
国。著書「南洋日本町の研究」に対し学士院
賞を授与さる・
中華民国国立台湾大学文学部に留用さる。
同大学文学部教授に聡せらる。
台湾より引揚げ帰国。
廃官につき台北帝国大学教授退職。
法政大学文学部兼任講師に任ぜらる。
日本大学兼任講師に任ぜらる。
文部教官に補せられ、東京大学教授に任
ぜらる。文学部国史学科第三講座担当。
史料編纂所教授に併任せられ、近世海外
史料の調査編纂を指導す。
東洋文庫研究員となり、近代日本史研究
室を主宰す。主として和蘭語による日本
・中国と諸外国との交渉史を研究しつつ、
和蘭のヘーグ古文書館蔵東インド会社接
受
文
書
目
録
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
作
製
と
そ
の整理など、同文庫の図書の整理、購入
および研究生の指導に努む。
文学博士の学位を授与さる・（東京大学）
一○七
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昭和二十六年十一月十日法政大学史学会第三回公開識減会にお
い
て
「
近
世
に
於
け
る
日
本
と
南
洋
と
の
関
係」と題して講演。
同
年
財団法人史学会監事となる。
昭和二十七年四月
東京大学大学院人文学科国史学修士。博
士課程主任教官に任ぜらる（近世史特に
対外関係史を担当）
可
年
日蘭交渉史研究会を結成し主宰す。
昭和二十九年四月
上智大学大学院非常勤講師に任ぜらる。
（四十七年三月に至る）
昭和二十九年六月
日本学士院の命により、万国学士院連合
総会に出席のため、スイスに出張し、日
本関係欧文未刊文書調査と撮影交渉のた
め
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
に
出
張
す
。
同
年九月帰国。
昭和三十年六月
日本学士院の命により、万国学士院迎合
総
会
に
出
席
の
た
め
ベ
ル
ギ
ー
に
出
張
、
さ
ら
に日本関係未刊文書調査のため、オラン
ダ、フランスに出張す。同年八月帰国。
可
Ｆ
日
本
ユ
ネ
ス
コ
文
化
活
動
委
員
会
調
査
委
員
と
ｆ
なり現在に至る。「世界人類の文化と科
学の歴史」の編纂に関与す。
昭和三十二年秋
ユネスコ主催の東西文化交流史国際学会
の組織委員としてその運営にあたる。
法
政
史
学
第
二
十
六
号
'１１昭和三十六年三月
可
年四月
同
年同月
可
年
七
月
昭和三十七年十一月
昭和三十五年八月
昭和三十三年年
’二
－
可
年
昭和三十五年二月年十
月
日仏歴史学会会長に選任さる・
日附協会顧問に任ぜらる。
『朱印船貿易史の研究』が、日本歴史学
協会より同年度優秀研究書として推薦を
受く。
日仏文化交流に尽力した功労により、フ
ランス国政府より勲章雪筋の斤伊の日のの
（・窪凰の【）を授与さる・
日本学士院の委嘱により日本関係未刊文
書
調
査
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ーデンに出張。同年十月帰国。
東
方
学
研
究
連
合
委
員
会
連
合
会
議
に
日
本
側
委員長として出席のため台湾に出張し、
研究上の連絡および研究資料の交換の問
題を討議す。
停年に依り東京大学教授退官。
日本大学文理学部教授に任ぜらる。
財団法人史学会顧問となり現在に至る。
東方学会理事となり現在に至る。
ユネスコ東アジア文化研究センター専門
委員会委員長として極東諸国と西欧諸国
と
の
接
触
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
を
分
担
し
現
在に至る。
一○八
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昭和三十八年四月
法政大学文学部教授に任ぜらる。
同
年
同
月
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
主
任
教
授
（日欧交渉史・蘭学史左講ず）史学科主
任、法政大学史学会会長、法政蘭学研究
会会長となる。
昭和三十九年一月八日請書始に「近世日本の海外貿易」につい
て進講す。
同
年
八
月
二
十
七
日
羽
田
を
発
し
て
台
湾
に
赴
き
旧
日
本
総
督
府
関
係史料を調査ニネスコの依頼による）
胴聯ＭＭＥ叶日｝圭花醐艫蠅眺紳糾壺噸雌舳Ⅵた「東南ア
同
年
十
一
月
七
日
第
六
十
一
一
一
回
史
学
会
大
会
に
お
い
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ。〈文書館におけるアジア関係文書につ
いて」と題して講演。
昭和四十年十一月十二日日本学士院第一部（人文科学）会員に
選任ざる。
昭和四十三年一月
朝
日
文
化
賞
を
受
け
る
。
（
「
外
国
史
料
の
導
入によって日本史研究に新分野を開いた
功績」による）
昭和四十三年四月
財団法人国際教育情報センター理事とな
り現在に至る。
昭和四十五年十一月三日勲二等瑞宝章を叙勲きる。
昭和四十六年三月
定年により法政大学文学部教授を退職、
同大学文学部講師に任ぜらる。
岩
生
成
一
先
生
著
書
・
論
文
目
録
▼
箸
書
近
世
日
葡
交
通
小
史
葡
萄
牙
副
領
事
館
昭
和
二
年
七
月
七
四
頁
慶
元
イ
ギ
リ
ス
書
翰
駿
南
社
昭
和
三
年
八
月
五
九
八
頁
近
世
初
期
の
対
外
関
係
岩
波
書
店
昭
和
九
年
十
月
一
一
一
三
頁
南
洋
日
本
町
の
研
究
南
亜
細
亜
文
化
研
究
所
昭
和
十
五
年
四
月
三
六
七
頁
昭和四十七年四月一一十三日東京において南島史学会が設立され、
会長に選任せらる。
昭和四十七年六月十日蘭学資料研究会第十四回大会（慶応義塾
大学三田西校舎）において「幸田成友と
蘭学」と題して講演。
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
日
蘭
交
渉
史
の
研
究
お
よ
び
日
蘭
親
善
の
功
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
女
王
か
ら
オ
ラ
ン
エ
。
ナ
ッ
サウ勲章コマンダー章を授与さる・
昭和四十七年十二月十六日蘭学資料研究会・日蘭交渉史研究会
・日本医史学会合同例会（慶応義塾大学
医
学
部
）
に
お
い
て
「
カ
ピ
タ
ン
の
娘
、
平
戸
のコルネリァ」と題して講演す。
昭和四十八年十一月一日英国・オランダ両国へ出張、
日・英
両
国
学
士
院
間
で
の
近
代
日
本
に
お
け
る
日
英
文
化交流史共同研究について協議し十二月
五日帰国。
一○九
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日
本
近
世
海
外
交
渉
史
法
政
大
学
昭
和
二
十
八
年
三
月
一
八
六
頁
近
世
日
本
南
洋
発
展
史
日
本
大
学
昭
和
二
十
八
年
七
月
一
三
九
頁
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
弘
文
堂
昭
和
三
十
三
年
四
月
四
二
六
頁
十
七
世
紀
台
湾
英
国
貿
易
史
料
台
湾
銀
行
調
査
課
台
北
一
九
五
九
年
一
一
月
一
三
一
頁
朱印船と日本町至文堂昭和三十七年十二月一一一一一一一一頁
両塁］］：目の、①のの三の円のご岳の勺三ご旨の、句・門の官跨冨冨
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二冊一九五六年、一九五八年一一一一一一一一頁、九九頁
い〕の【○ｍ【ずの可○門の凋口○ｍ｛】ｏの詞①○○吋。の勺円の⑩の円く①９首（ずの勺回す】】０
用の８ａ○霞・の旨Ｐ・己。ｐＨの一口言、ｓｏ豆目四四＆］眉目・東
方
学
会
一
九
五
九
年
二
五
六
頁
］四口］。◎の庁の旦弓ずの句。円のＨｐｐｐのＨｏｍ岳の□巨○ロー】ロロロロの⑩の肉の］ｇ』○口・
日
蘭
協
会
一
九
五
八
年
二
四
頁
鎖
国
（
日
本
の
歴
史
ｕ
）
中
央
公
論
社
昭
和
四
十
一
年
四
七
四
頁
南
洋
日
本
町
の
研
究
岩
波
書
店
昭
和
四
十
一
年
五
月
四
一
五
頁
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
日
本
王
国
記
（
注
釈
）
岩
波
書
店
一
九
六
五
年
四
九四頁
リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
東
方
案
内
記
（
訳
な
ら
び
に
注
釈
）
岩
波
書
店
一
九
六
八
年
七
六
四
頁
セ
ー
リ
ス
日
本
渡
航
記
（
校
訂
）
雄
松
堂
昭
和
四
十
五
年
四
二
頁
ヴ
ィ
ル
マ
ン
日
本
滞
在
記
（
校
訂
）
雄
松
堂
昭
和
四
十
五
年
一
○
九
頁
法
政
史
学
第
二
十
六
号
▼
論
文
・
南
洋
日
本
移
民
史
関
係
論
文
パ
タ
ビ
ャ
移
住
日
本
人
の
活
動
史
学
雑
誌
四
六
の
一
洗
礼
簿
を
通
じ
て
見
た
る
パ
タ
ビ
ャ
の
日
本
人
東
方
学
第
一
鯛
十七世紀翁〈タビャ移住日本人の奴隷取引東方学論集第一輯
十七世紀バタビャ移住日木人と金融業日本学士院紀要一一の一
モルッカ諸島移住日本人の活動台北帝国大学文政学部史学科研
究
年
報
第
五
組
嬬
港
ゼ
ス
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
に
お
け
る
日
本
人
歴
史
地
理
七
一
の
五
江
戸
時
代
初
期
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
日
本
人
歴
史
地
理
五
三
の
六
台
湾
に
お
け
る
初
期
日
本
移
民
合
法
月
報
一
一
一
六
の
一
○
、
二
、
一
一
一
南
洋
に
お
け
る
日
欧
関
係
の
推
移
史
学
会
編
『
東
西
交
渉
史
論
』
収
載
長
崎
出
身
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
移
住
日
本
人
村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
法
政
史学第一三号（昭和四十五年一一一月）
一七世紀初期バンタン移住日本人について和田博士古稀記念東
洋
史
論
叢
一七世紀におけるパタビァの日本人移住者（英文）『蘭学と日本
文
化
』
所
載
史
伝
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
お
春
日
蘭
協
会
講
演
記
録
昭
和
四
十
七
年
。
近
世
外
交
史
関
係
論
文
豊
臣
秀
吉
の
台
湾
招
諭
計
画
台
北
帝
大
文
政
学
部
史
学
科
研
究
年
報
第
七噸
豊
臣
秀
吉
の
台
湾
征
伐
計
画
に
つ
い
て
史
学
雑
誌
三
八
の
八
長崎代官村山等安の台湾遠征と遣明使台北帝大文政学部史学科
一
○
Hosei University Repository
研
究
年
報
第
一
輯
長
崎
代
官
村
山
等
安
と
そ
の
没
落
歴
史
地
理
四
七
の
二
一
六
一
六
年
暹
羅
国
日
木
遣
使
考
史
学
雑
誌
四
四
の
六
有
馬
晴
信
の
台
湾
島
視
察
派
遣
台
湾
総
督
府
博
物
館
創
立
三
十
年
記
念
論
文集
松
倉
重
政
の
呂
宋
島
遠
征
計
画
史
学
雑
誌
四
五
の
九
鎖
国
岩
波
講
座
日
本
歴
史
一
○
日本呂宋交通史上に於ける一一一の地名に就いて歴史地理室の四
・貿易史関係論文
泰
人
の
対
日
国
交
貿
易
復
活
運
動
東
亜
論
叢
第
四
輯
近
世
日
支
貿
易
に
関
す
る
数
量
的
考
察
史
学
雑
誌
六
二
の
一
一
江戸時代における銅銭の海外輸出について史学雑誌一元の一一
一一一百年前における台湾砂糖と茶の波斯輸出南方土俗この二
鎖
国
時
代
に
お
け
る
日
本
貿
易
品
の
販
路
日
本
歴
史
こ
の
五
目言《（ＣＯロ貝目＆の】｝ぐのＨ》．］四℃ｐｐＣ巨四風のＨ］】．ご○］・ぐ・ｚＣ・伊
］四℃目の印のｏ・一口囚己の一一ぐのＨご岳の三・三四の〔・ｑ三のＨ‐
口昌・目一の邑日ご・の盲目・ロ国】の［。ｑ・【同国の〔の日目旦二の印斤の日
○口一斤ロＨ巳、○口〔四日の．］①、①
近世日本の海外貿易歴史第二五輯
江戸時代の砂糖貿易について日本学士院紀要三一の一
・御朱印船関係論文
異国渡海朱印状の法的効力について社会経済史学二一一の一一一
御
朱
印
船
の
貿
易
額
に
つ
い
て
史
学
雑
誌
五
九
の
九
朱
印
船
貿
易
家
の
性
格
社
会
経
済
史
学
一
七
の
一
朱
印
船
の
按
針
に
つ
い
て
歴
史
地
理
八
三
の
二
朱
印
船
の
構
造
歴
史
地
理
八
五
の
一
朱
印
船
の
絵
馬
に
つ
い
て
日
本
歴
史
二
七
銀
座
と
朱
印
船
貿
易
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
海
外
貿
易
家
平
野
藤
次
郎
歴
史
地
理
四
八
の
四
日
蘭
交
渉
の
先
駆
者
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
日
本
歴
史
二
六
異
国
渡
海
御
朱
印
状
集
歴
史
地
理
五
一
の
六
江戸幕府の代官平野藤次郎ｌ近世初期一貿易家の系譜Ｉ法政大
学
文
学
部
紀
要
第
十
三
号
・華僑史その他関係論文
明末日本平戸僑寓支那甲必丹李旦考東洋学報一一三の一一一
下港白目日日）の支那町について東洋学報一一一一の四
アンポイナの初期支那町について東洋学報一一一三の一一一・四
占
城
国
末
期
の
国
都
と
貿
易
港
に
つ
い
て
東
洋
学
報
三
九
の
一
一
安
南
渡
航
朝
鮮
人
趙
完
壁
伝
に
つ
い
て
朝
鮮
学
報
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（安岡・大森）
岩生成一先生には、史学科創立当初の昭和二十三年以来、本学
に出講され、二十七年度（新制）大学院設置以降は日本史学専攻
課職における指導にも当られ今日に及んでいる。その間、三十八
年度から八年間は、専任教授として、史学科と本会の運営を主宰
し、教育の充実と学会活動の推進ならびに研究者の育成に意を注
がれたが、四十八年度をもって、永年学部で講じて来られた「海
外交渉史」の講義を閉じられることになった。大学院では、なお
引続いて御指導賜わるのであるが、この機会に多年にわたる先生
の御業績の目録と年譜を「法政史学」に掲載させていただくこと
のお許しを得た。
今後とも益々お元気で後進をお導き下さるよう、一同切に先生
の御加餐をお祈りしてやまない。
なお、資料を提供して下さった日本学士院庄司三男氏に厚く謝
意を表する。（昭和四十九年三月）
法政大学史学会
岩生成一監修『京都御役所向大概覚書』の刊行について
四十六年三月末で岩生先生がご退職になることをお聞きして、
記念論文集など、いろいろな企てがよりより立てられた。しかし
先生のご意志で実現をふそうにない。それで、早くから進められ
一一一
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ている「和蘭風説書」史料集や、「伝記索引」の公刊がそれに代
わる意味をもつことになった。ということで、わたしどもも騏尾
に付して、数年来、岩生先生が演習に使用されたこの史料の活字
化を企てることにした。さいわい、先生のご同意を得て、親しく
大阪清文堂との折衝もしていただいた。
「京都御役所向大概覚書」は、記事内容から推して享保三年の
成立にかかる。京都奉行所が関係先から書き出させた危大な資料
を集録、整理したもの。その内容は、地域的には京都だけなく、
畿内五カ国に近江・丹波・播磨を含めて八ヵ国におよび、禁中・
公家・幕府・寺社・都市ならびに地方支配を中心に、政治・経済
・社会・文化の諸領域にかんする百科全書的史料群である。
このたびの刊行にあたっては、国会図書館本を中心に東大史料
編纂所本との綿密な校合を行ない、詳細な人名、事項索引を付し
て、利用の便をはかった。
昭和四十七年大学院修士課程修了の全員、すなわち渡辺、仙石、
長尾、新城、村岡、岡田の六人がそれぞれ専門領域を異にしなが
ら、それを生かしつつ協力して、原稿化、校合、校正、索引作成
にあたった約二年の共同作業は、忘れがたい貴重な経験である。
いま、ここに上下二巻約一○○○ページの史料集を公刊できる
に至ったのは、ひとえに岩生先生のあたたかいご指導と諸先輩の
はげまし、ならびに発行書騨清文堂の寛大なご理解によるものと、
心から謝意を表する次第である。なお、微カなわたしどもの仕事
について、今後ともご叱正、ご示教を先輩、同学の方がたから細
大となく賜わりたくお願い申しあげます。
（長尾）
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